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東芝テックＯＢ会だより
２０１9年１２月25日第３5号

去る 11 月 11 日（月）、第 25 回東芝テッ
ク OB 会総会は静岡地区を開催場所として、
「ホテルサンバレー富士見」で初めての開催
となりました。
当日は朝早く雨が上り、秋晴れの中、大阪
など遠方にお住まいの会員も含め、多数の会
員が出席しました。また、会社としてはOB
会員との交流を深める機会として、ご多忙の
中、池田社長をはじめ、役員の皆さまが参加
してくださいました。
また、総会後、希望者の方々に静岡事業所
(三島 )68号 1F兼高さんから寄贈を受けた製
品の展示コーナーをご見学いただきました。

総会は、まず、浪川会長より開催挨拶があ
り、来賓の池田社長から会社の経営状況を含
めた祝辞を頂きました。
議事としては、守幹事より会計報告、山田

第25回東芝テックＯＢ会総会開催

会計監事から監査報告がなされ、原案通り承
認されました。
引き続き、米寿・喜寿を迎えられた 63名
の方々に対して盛大な拍手の中、出席された
藤田さんに記念品贈呈が行われました。
懇親会は渡辺修二さんのご挨拶と乾杯の
音頭で始まり、久しぶりに再会した会員相互
の近況を話題に楽しい一時を過ごしました。
最後に鈴木成二さんによる手締めと来年、
東京での再会を約束し、散会しました。

会場の様子 当日出席された喜寿の藤田さんと浪川会長

鈴木成二さん渡辺修二さん
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ＯＢ会会長挨拶　要旨
会長　浪川　邦俊

ていた地域が、甚大な被害を受け、いまだに台風
の爪痕で被災されている方々が多数おられます。
会員の皆さまの中にも、少なからず被害にあわれ
た方もおられると思います。被害にあわれた方、
お亡くなりになった方には、心よりお見舞いとお
悔やみを、謹んで申し上げます。
一方、明るいニュースも有りました。元号が変
わり、新天皇が即位され、全世界にむけて日本の
平和と繁栄をアピールしました。一昨日、昨日と
国民の祭典やパレードが行われ、多くの国民から
祝福を受けられました。
スポーツ界では女子プロゴルファーの渋野選手
が、日本人として 42 年ぶりにメジャーの全英女
子オープンに勝ち、今年は黄金世代と言われる
20 歳前後の若手女子プロ選手が大活躍を始めま
した。
また、直近では一般企業の旭化成のフェローで
ある吉野さんがノーベル化学賞を受賞、うれしい
ニュースもありました。
東芝グループからもノーベル受賞者をと思って
おりましたが、今回受賞者の吉野さんと同じ研究
をされていた、東芝のエグゼクティブフェロー水
島さんが取り損なったのは、非常に残念でした。
さて、OB 会としては、今年も引き続いて会

皆さん、こんにちは。一年ぶりのご無沙汰です
が、皆さんお元気で第 25 回東芝テック OB 会総
会にご出席賜り、誠にありがとうございます。今
回は諸般の事情により、事務局の計らいで、サ
ンバレー富士見ハイツで開催することになりまし
た。少し三島事業所から離れましたが、皆さんの
送迎には万難を排しておりますので、どうぞよろ
しくお願いいたします。
また、会社よりご多忙の折、池田社長はじめ、

各役員の皆さまのご参加を賜り、厚くお礼申し上
げます。なお、池田社長には、恒例により会社の
近況等含め、ご祝辞を頂くことになっております
ので、よろしくお願い致します。
さて、今年は、昨年同様に幾度となく自然の大

災害に見まわれ、各地で甚大な被害をもたらしま
した。先月は昭和 33 年狩野川台風並みの台風が
伊豆を直撃しました。皆さんの中には狩野川台風
を経験された方もおられると思います。大仁事業
所も多大な被害を受けました。
その経験上、狩野川の堤防や放水路の完備、こ

こ伊豆長岡や狩野川近隣の方々は、避難準備も
しっかり行い一部冠水や停電、断水があったもの
の大きな被害を逃れました。
しかしながら、まさか自分たちの所がと思われ
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来賓祝詞　要旨
代表取締役社長　池田　隆之

［はじめに］
本日は「第 25 回 OB 会総会」にお招きい
ただき、誠にありがとうございます。
皆さまのお元気な様子をお伺いすること
ができ、大変うれしく思います。	
また、めでたく米寿、喜寿を迎えられまし

た諸先輩の方々におかれましては心からお
祝いを申し上げます。
今後とも一層ご健康にはご留意され、お元
気でお過ごしになられますようご祈念申し
上げます。

員の拡大に向けて取り組んできました。今年は
10 名の新会員が加入しましたが、昨年に比べ、
40 名程減少しました。お手元の資料にも記載さ
れていますが、総会員数は 916 名です。
また、本日のお祝いの件ですが、お手元の資料

にある通り、63 名の方が米寿、喜寿を迎えられ
ました。本当におめでとうございます。
後ほどOB会よりお祝いを差し上げたいと存じ

ます。
どうぞ今後ともますます健康に留意され、毎年

の総会にはお元気でご出席賜りますよう、よろし
くお願いいたします。
また、昨年の総会でもお話しましたが、OB 会

の財政難から終身会員 90名の皆さまに一口 500

円のご寄付をお願いしましたところ、今年は昨年
を 13 名上回る 68 名の皆さまからご寄付を頂戴
しました。大変有り難くこの場をお借りして、改
めて厚くお礼申し上げます。
さて、本日は久しぶりの再会ですので、時間の
許す限りご歓談賜りますようよろしくお願いいた
します。
最後になりますが、会員各位のますますのご健
勝と、会社の繁栄を祈念するとともに、本日の総
会にご尽力いただいた、幹事の皆さま、事務局の
皆さん、また受け入れていただいたサンバレー富
士見ハイツの皆さまには深く感謝申し上げ、簡単
ではございますがご挨拶といたします。有り難う
ございました。
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[ 経営状況について ]
はじめに、2019 年度上期の業績について
ご説明させていただきます。
国内市場向け POS システムは、消費税率
引き上げおよび軽減税率制度の実施に伴い
全般的に販売が好調であったこと、人手不
足を背景にセミセルフレジの売上が伸長し
ました。一方、海外向け複合機は、米州で
売上が増加しましたが、為替の影響などに
より欧州、アジアで売上が減少したことか
ら、2019 年上期の売上は、2,499 億円（前
年同期比 6％増）となりました。また、損益
は、海外向け POS システムの損益悪化はあ
りましたが、国内市場向け POS システムが
大幅増益となったことなどから、営業利益は
102 億円（前年同期比 42％増）、経常利益
は 97億円（前年同期比 64％増）、親会社株
主に帰属する四半期純利は 79億円（前年同
期比 83％増）となりました。

さて、2018 年度から本年度にかけての主
な成果をご紹介いたします。
まず、多様化するキャッシュレス決済への対
応として、業界を先導するベリトランス社との
合弁会社として TD ペイメントを 2018 年 11
月に設立し、リアル店舗と EC 領域の決済を統
合、安心・安全・便利なキャッシュレス社会の
実現に向けてスタートを切りました。次に、人
手不足の課題解決と新しいお買い物スタイルを
提案するカート型セルフレジ「ピピットカート」
を 2019 年 2月に発売するなど、流通物流領域
の省人化の課題を解決するソリューションの提
供も始めています。また、働き方改革への対応
として、業務の効率化や生産性向上を支える複
合機とクラウドサービスとの連携、スキャン機
能を強化したMFP のラインナップを一新しま
した。	そして、2018 年よりスタートした東芝
テックアクセラレータープログラムでは、実証
実験とプロジェクトを展開するなど本格的な体
制が整い、今後の新規事業の創出が期待できる
段階になっています。

2019 年度通期の業績見込みについては、
売上高 4,800 億円（前年同期比 7％増）、営
業利益は 200 億円、（前年同期比 11.2％増）、
経常利益は 180 億円（前年同期比 9.3％増）、
親会社株主に帰属する四半期純利は 120 億
円（前年同期比 7％増）です。
次に中期計画についてご説明します。リ
テール事業では、省人化対応に加え新たな購
買体験を実現するソリューション、マルチ決
済ソリューションなど店舗起点のバリュー
チェーンにトータルソリューションを提供
していきます。また、プリンティング事業は、
オフィス事業の強化、ロジスティクス・マニ
ファクチァリング・リテール（LMR）の深
耕、および生産性の向上により、事業基盤の
強化を図るとともに利益率の改善につとめ、
2021 年度で、売上高 4,900 億円、営業利益
270 億円、純利益 160 億円、2022 年度には、
営業利益率 6％をターゲットとしています。

さて、SDG ｓという言葉をご存じの方も
いるかと思いますが、当社は、店舗・オフィ
ス・物流・製造各領域の課題解決に貢献する
ソリューションパートナーとして、お客さま
とともに、SDGs 達成に向けた取り組みを推
進しております。

［終わりに］
本日は、年に１回のOB会総会となります
が、私以下役員も出席しておりますので、皆
さまとご歓談、近況を共有させていただけれ
ばと思います。

最後になりましたが、本会の発展と皆さま
のますますのご健勝を祈念いたしまして、簡
単ではございますが、ご挨拶とさせていただ
きます。
有り難うございました。	

以　上
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支部ニュース

■三島・函南支部■

新春七福神巡り・新年会

年明けから暖かく天気が良い日が続く正月の平成 31年 1月 24 日（木）に、三島函南支部では
新年最初の行事として、伊豆長岡の七福神巡りを開催し、14名の会員が参加されました。

総合会館から歩き始め、古奈温泉から源氏山
（標高	88m）を登り、長岡温泉までの道沿いに
祀られている七福神の石造物を巡って、スタン
プを押しながらのゆっくりとした新春の散歩を
楽しみました。
卒寿を迎える大先輩も元気に歩いていいただ
きました。温泉街の小路をたどり、旧芸妓学校
の長岡見番や北条時頼の五輪塔など、普段目
にしない場所を訪ねて、4km ほどのコースを
2時間ほどかけてワイワイと楽しく歩きました。七福神のご利益を得て、長寿・健康・開運財福・
幸福・交通安全・勝利祈願・恋愛がかなうことでしょう。

ウォーキング終了後、伊豆長岡のいつのも立ち寄り湯でひと風呂浴びてから、参加者で新年会
の宴に移りました。久しぶりに参加するOBもあり、全員が近況などを紹介しあい、和やかな総会
となりました。

三島函南支部では、来年に向けてウォーキングなどの行事を計画しています。支部以外の方の
参加も歓迎します。

七福神めぐりのスタンプ

七福神めぐりの途中、あやめ御前の石仏前にて



7

■三島函・南支部■

大柳川渓谷遊歩道散策バスウォーク
～静岡県から山梨県へ～

静岡県から山梨県へと初めて県外に舞台を移し「大柳川渓谷遊歩道散策バスウォーク」を平成
31年 3月 27日（水）に実施しました。

当日はウォーク日和に恵まれラッキーでした。
1kmを 2時間で歩く最初の説明・予想とは大きく違い、数十メートルから流れ落ちる滝の水は
豪快、それらを取り巻く巨岩・奇岩の間をロープを頼りにつり橋を渡り、さらに滑りやすい木の
葉を踏み分け「一歩一歩・休み休み」無事踏破しました。

「苦しかったが、日本にもこんな素晴らしい所があるんだ」素晴らしい風景を垣間見ることがで
きた一日で、いい思い出になることでしょう。お疲れさまでした。楽しい一日でした。有り難う
ございました !!

上図のコースを歩きました

大柳川公園から ”さあスタート ”
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■三島・函南支部■

三島・函南支部総会

令和最初の支部総会（支部結成 12年）を令和元年 5月 22日（水）に開催しました。

第一部　総会
藤田支部長
テック OB 会三島・函南支部結成 12 年目を
迎え、会員のみなさんのご協力・ご支援、幹事
のみなさんに改めて深謝申し上げます。
昨年の新会員は 3名、退会は 9名、高齢化
の進行により行事への参加者が減少につながっ
ています。行事に関するご意見など情報をお待
ちしております。
第二部の講演として外部からの講師招聘は今
年で 6回を数えました。

浪川会長挨拶
現在の会員数は 955 名、内終身会員は 51名。
企業の雇用延長の要請に添う形でOB会会員の中で働く意欲のある人の希望をかなえようと取り
組んでいます。今後さらにOB会の活性化を図っていきたい。

鈴木室長来賓挨拶
東芝テックはこれからの新規事業としてキャッシュレスをビジネスチャンスとし、価値創造と
生産性向上の仕組みを重点に挑戦していきます。また、CSR 活動として本の寄贈と読み聞かせを
継続しています。
＊	 続いて平成 30年度の活動・会計報告、令和元年度活動計画（案）の議題が審議され、満場
一致で承認されました。

第二部　鈴木勝彦講師による講演
（かんなみ仏の里美術館前館長）
仏像の違いや見方などわかりやすく解説いた
だきました。仏像の指の組み方の意味や、かん
なみ仏の里美術館に所蔵する阿弥陀如来および
両脇侍像（国指定重文）を造った實慶と慶派。
その仏像の手の形・手のひら・手のあげ方な
ど今後の仏像巡りに大いに参考になりました。

総会の一コマ

鈴木講師の説明に聞き入る参加者
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■三島・函南支部■

座禅体験と函南町の新名所見学

三島函南支部では、令和元年 10月 16 日（水）に、函南町の興聖寺の本堂をお借りして座禅体
験と新名所を見学する軽いウォーキングを開催しました。

伊豆仁田駅から道の駅ゲートウェイ函南まで
往復 4kmを 4時間半かけて歩きました。歴史
あるお寺では、若い住職による二つの文化財の
説明の後、10 分ほどの座禅のまね事。座り方
から呼吸法などを教えていただき、ひと時の瞑
想を試みました。座布団や座椅子の助けにより、
思っていたより、参加者はすがすがしい顔にな
りました。

ウォーキングのゴールである道の駅周辺に
は、台風 19 号の浸水被害の爪痕が残り、伊豆
半島や、東日本を襲った水害の恐ろしさを追体
験しました。新しくできた ” めんたいパーク ”
や川の駅は初めてという会員も多く、函南町の
名所を知る良い機会となりました。

第三部　懇親の集い
初めて参加された会員も和気あいあいに昔話に花が咲き、酒も弾み、素晴らしい宴でした。会
員同士の絆が以前にも増して強く結ばれました。有り難うございました。

興聖寺住職を囲んで

道の駅の看板をバックに

懇親会の一コマ

総会後の集合写真



10

■駿東支部■

第 4 回会員交流ボウリング大会

第 4回ボウリング大会を柿田川パークレーンズにて平成 31年 2月 5日（火）に実施しました。

初めて見学者（けがのため競技はしないが応
援に駆けつけてくれました）のいる中での競技
となりました。
残念ながら今回から景品はなくなりました。
2ゲームを行いますが、アベレージの方はさ
すがに年を重ねるごとに落ちていくようです。
終了後は見学者も含め、全員で昼食をとりな
がら、例によってわいわいがやがやです。
来年また参加できるように願って散会しまし
た。

■駿東支部■

駿東支部第 11 回総会

令和元年６月 5日（水）三島サイト第二研修室にて総会を開催しました。

会社状況報告を鈴木室長に代わって
渡辺参事が報告してくれました。あり
がとうございました。
ベリトランスはどんな会社？みんな
懸命にスマホで検索しながら TD ペイ
メントを知ることに。懇親会の時間に
食い込むほどの盛り上がりをみせまし
た。

懇親会はいつもの通り食堂にて開催しました。
今年から禁煙した人もおり、相変わらずの喫煙者は一人のみでした。
次回総会の日程は１カ月前に決定してほしいとの声もありました。　体調不良の人もおり、今
回初めて二次会無しでの帰宅となりました。

終了後に笑ってご苦労さまでした

渡辺参事の説明に真剣に聞き入る会員
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■伊豆の国支部■

伊豆の国支部総会

去る令和元年 9月 4日（水）第 9回伊豆の国支部総会を会員 28名出席の中で開催しました。

1年間の活動報告ならびに会計報告について一括承認採決され、そ
の後の懇親会にて本会の趣旨である会員相互の親睦を深めることが
できました。
私は、第 7回の支部総会にて支部長に選出されて以来、主要行事

および諸会議は基本的に水曜日に開催することを定例化して参りま
した。2点目は活動内容については東芝テックOB会のホームページを活用し、支部だよりをわれわれの “掲
示板 “ とすべく原稿を幹事の持ち回り・写真付きで投稿して来ました。
従って、伊豆の国支部の活動内容は全て支部だよりに記載してお

りますので御覧ください。　
1)	R1.10.25	 ジオパーク見学バス旅行（第四弾 : 最終回）報告
2)	R1.09.17	 第 9 回総会報告
3)	H31.03.29	 ジオパーク見学バス旅行（第三弾）報告
4)	H30.12.14	 役員会忘年会報告
5)	H30.10.27	 ジオパーク見学バス旅行（第二弾）報告
6)	H30.10.24	 1 年間を振り返って

さて、この間、時代は平成から令和へと 5月～ 11 月にかけて天皇のご即位に始まり皇室の主要行事を消
化する中で変遷して参りました。私は昨年末よりどう変化に対応すべきか自問自答してきました。
現在、地域の 8つの公の会（グループ）の役員ならびに会員をやっていますが、会（グループ）をどう変

えて行くかということもありますが、まずは自分がどう変わるかと言うことから取り組んでいます。①生活
環境（年金生活）②老後をどう生きるか！を中心に、まずヘアスタイルを長髪（令和の仙人）に変えています。

具体的には伊豆の国支部の行事の活性化を図るにはどうするか、楽しいOB会にするにはどうするか、を
中心に、これからも伊豆の国支部長としての役目を果たしたいと思っています。
究極はOB会の会員が 1人でも多く増えることが目標ですが、高齢化の波の方が早く到来しそうです。
皆さまのご協力とご支援をよろしくお願いします。

伊豆の国支部長　池本節二

第四弾：東海岸ジオ巡り

総会の様子

懇親会の１コマ
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■伊豆支部■

「第 16 回　伊豆支部ウォーキング」報告

伊豆支部にて恒例のバス・ウォーキングを実施しましたのでご報告します。
期日：令和元年 7月 9 日（金）　目的地：山梨県昇仙峡他　参加者：14 名（OB 会員　12 名　
友人 2名）

伊豆の国市白坂より修善寺牧之郷、中伊豆下白岩を廻り静岡事業所（大仁）の狩野川を挟んだ
真向かいの狩野川公園で全員を乗せ定刻通り出発した。梅雨時期ではあるが薄曇りである。朝霧
高原の道の駅で休憩した。雲はかかっているが富士が見えた。本日はラッキーな一日と思った、
そう願った。

甲府南ＩＣより中央高速に入った。ところが、予定のＳＡで降りられず、次のＩＣまで行っ
てしまった。やっと昇仙峡に到着したが時間に遅れ、予定コースをあきらめて途中の石門から
仙
せんがたき

娥滝経由で影絵美術館まで短縮して歩くことにした。
ウォーキング参加者は８名になったが、雨上がりの道を足元に気を付けながら歩いた。途中の
仙娥滝は梅雨時期のせいか豪快に水が落ちていた。途中、滝がよく見える所で一同記念写真を撮り、
滝の上まで登り出た。

「仙娥滝」にて記念撮影
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そこは土産物屋が並んでいて、お店をのぞいたら、残りのメンバーが既に到着していて、昼食
はここに決めたと言われた。ここで名物「ほうとう鍋」を注文した。ウィークデーのせいか他に
お客はなく貸し切り状態、わきあいあいと舌鼓を打った。お店の人と一緒に記念写真を撮り、全
品割引すると言われ、土産物を買い込んだ。

土産物屋にて記念撮影

桃農園にて記念撮影

やがて昇仙峡を後にし、桃狩りに向かった。運転手の紹介もあり、御坂峠入り口の桃農園に立
ち寄った。店主の口上では、本年は生育の過程でひょうが降り傷物が多い等の話の後、傷物は割
引すると言われ買い込んだ。最後に店主も入れて桃の木の前で写真を撮った。帰り際、この店主、
バスの中まで入ってきて自家製のぶどうジュースを買えば景品に柿ワインを贈呈するとの口上に
さらに財布が緩んでしまった。なんだか買い物ツアーになった感じだったが楽しい一日となった。
参加した皆さま、お疲れさまでした。
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《第 33 回・ＯＢ会・首都圏ファミリーウオーキング》
東芝テックＯＢ会・テック電子ＯＢ会・東芝テックソリューションサービスＯＢ会　共催

《洗足池・勝海舟記念館から大岡山・東京工業大学の桜ウオーク》

洗足池は勝海舟が幕末から明治まで住まわれた邸宅の跡地に令和元年「勝海舟記念館」がオー
プンしました。洗足池は布教活動のため日蓮聖人が池上本門寺に向かう途中で足を洗ったことか
ら「洗足池」と名付けられたところで、江戸時代からの桜の名所になっています。また大岡山の
東工大のキャンパスの広大な桜も見事です。
◎開催日時：2020 年・令和 2年 4月 2日（木）11：00～ 16：00
（雨天の場合は翌日 4月 3日（金）に実施します）

①	 集合場所：東急池上線・洗足池駅・改札口
②	 集合時間：10:30AM　から受付開始～ 11:00
③	 予定コース：11:00 ＡＭ（駅前広場）出発～妙福寺～袈裟掛松～勝海舟記念館（見学）～
洗足池公園～勝海舟夫妻墓所～西郷隆盛留魂詞～弁天島～千束八幡神社～東京工業大学～
キャンパス桜めぐり～東急目黒線・大井町線・大岡山駅中央改札口、解散（16:00）

④	 参加対象：ＯＢ及びその家族、知り合い、友人
⑤	 参加費：一人、500 円（子供無料）
⑥	 コース案内人：鎌田芳郎（東芝テックOB会）
⑦	 申込先：下記幹事に電話・又は FAX・又は
E-mail、住所、氏名、電話、最終所属をご連絡
下さい。

⑧	 申込締切：令和 2年 3月 26日（木）　
⑨	 その他：持参品：お弁当・健康保険証、雨具・・・
◎	 解散後、希望者は大岡山駅近くで、ささやかな
打ち上げ会を予定しています。
幹事 TEL/FAX E-mail/ 携帯電話

鎌田	芳郎 TEL/FAX:	03-3771-0057 E-mail:	kamayosi@zj8.so-net.ne.jp
携帯 :	080-1031-6013

TTSS	OB 会 TEL:	03-5245-9001
FAX:	03-5245-3494 E-mail:	TTSS_OBkai@toshibatec.co.jp

吉田	昭太郎 TEL:	0463-58-8610
FAX:	0463-26-3075 E-mail:	shotaro.yoshida@nifty.com
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《第 34 回・ＯＢ会・首都圏ファミリーウオーキング》
東芝テックＯＢ会・テック電子ＯＢ会・東芝テックソリューションサービスＯＢ会　共催

《池上本門寺の大名家墓所めぐる歴史探訪ウオーク》

池上本門寺は日蓮聖人が入滅した地、日蓮宗大本山で江戸時代の将軍家菩提寺です。
本門寺は江戸時代の大名や近世の政財界、芸術家らの信仰を集めました。そのため大名家の墓
所が多く見られます。歴史ゆかりの地を楽しみながら、ウオーキングで汗を流しましょう。
◎開催日時：2020 年・令和 2年 10月 22日（木）11：00～ 16：00
（雨天の場合は翌日 10月 23日（金）に実施します）

①	 集合場所：東急池上線・池上駅・改札口
②	 集合時間：10:30AM　から受付開始～ 11:00
③	 予 定 コ ー ス：11:00 Ａ Ｍ（ 池 上 駅 ） 出 発 ～ 本 門 寺 総 門 ～ 日 蓮 聖 人 説 法 像 ～	
千両塚（鳥取池田家）～仁王門～大堂～加藤清正供養塔～経蔵～多宝塔～紀伊徳川家墓所～
熊本藩細川家～水戸徳川家～万両塚（鳥取藩池田家）～池上会館～本門寺駅、解散（16:00）

④	 参加対象：ＯＢ及びその家族、知り合い、友人
⑤	 参加費：一人、500 円（子供無料）
⑥	 コース案内人：鎌田芳郎（東芝テックOB会）
⑦	 申込先：下記幹事に電話・又は FAX・又は
E-mail、住所、氏名、電話、最終所属をご連絡
下さい。

⑧	 申込締切：令和 2年 10月 15日（木）　
⑨その他：持参品：お弁当・健康保険証、雨具・・・
◎	 解散後、希望者は有楽町駅近くで、ささやかな
打ち上げ会を予定しています。

幹事 TEL/FAX E-mail/ 携帯電話

鎌田	芳郎 TEL/FAX:	03-3771-0057 E-mail:	kamayosi@zj8.so-net.ne.jp
携帯 :	080-1031-6013

TTSS	OB 会 TEL:	03-5245-9001
FAX:	03-5245-3494 E-mail:	TTSS_OBkai@toshibatec.co.jp

吉田	昭太郎 TEL:	0463-58-8610
FAX:	0463-26-3075 E-mail:	shotaro.yoshida@nifty.com

紀伊徳川家の墓所（本門寺最大の墓所）
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事務局より

≪会員の状況≫（ＯＢ会総会以降～）
☆新会員
杉村精二さん（2019.11）、藪谷幸雄さん（2019.11）

☆逝去会員
栗本健次さん（2019.11）、吉川利夫さん（2019.11）

≪年会費振込みのお願い≫
2018 年会費（2千円）につきましては、2019 年 8月末までに振込をお願いしておりますが、
現時点振込が終わっていない方がおります。
恐れ入りますが、2020 年 3月末までに振り込んでいただけますようお願いいたします。

≪会員の広場原稿募集≫
会員の皆様から原稿を募集しています。
「今、ハマっていること」や「旅の思い出」など、どんなことでも結構ですのでふるって投稿
してください。
◆文字数・・・400 字程度
◆写真・・・写真等 2枚程度（本人が写っている写真を必ず入れてください）
◆送り方・・・直接原稿を郵送していただくか、メールにて投稿してください。
◆送付先アドレス（ＯＢ会専用アドレス）：TEC-ob@msg.toshibatec.co.jp

第 25 回東芝テック OB 会総会参加の皆さん
井沢孝次さん	 太田信夫さん	 小山内建紀さん	 納浩さん	 鎌田芳郎さん	 佐野俊一さん
菅修一さん	 関口重男さん	 高橋敬次さん	 中川周吉さん	 中村健一さん	 東田和憲さん
村上俊彦さん	 室伏好子さん	 守健一郎さん	 山田通夫さん	 吉田昭太郎さん	渡辺修二さん
石井裕基さん	 植木功夫さん	 海老名成之さん	 大坂規久さん	 風間敏雄さん	 鈴木成二さん
鈴木孝さん	 伊達美佐子さん	土屋孝一さん	 寺田雄三さん	 日吉きみさん	 藤田秀明さん
前田清美さん	 松井勗さん	 松永秀隆さん	 美斉津	広さん	 矢口隆次さん	 和田武郎さん
渡邉保さん	 山下久吉さん	 萩原栄子さん	 青木建夫さん	 上杉一芳さん	 宇津木俊彦さん
片岡光夫さん	 木部輝彦さん	 佐藤輝義さん	 島﨑準一郎さん	下村精鋭さん	 杉山和義さん
諏訪部貞雄さん	田窪啓二さん	 田村芳之さん	 二宮昌紀さん	 濱野定雄さん	 平井國夫さん
深瀬勝さん	 藤村郁人さん	 山田勝治さん	 山本智紀さん	 池田昭二さん	 池本節二さん
石橋昂康さん	 榎本昭雄さん	 兼高俊さん	 菊池重生さん	 下山正さん	 高井達郎さん
浪川邦俊さん	 山川信行さん	 和田弘さん
	 	 	 	
	 	 	 	 	 	 以上


